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 資料 No２-１  

実施状況管理シート（作業部会用） 

作業部会名 ・介護サービス部会 事務局 ・佐渡市 高齢福祉課 

部 会 

リーダー 

・大佐渡福祉会 特別養護老人ホーム 

大浦の里 井野端園長 

サ  ブ 

リーダー 

・佐渡市社会福祉協議会 塚本常務 

・愛宕福祉会 グループホームさど 

 久文管理者 

・介護老人保健施設すこやか両津 

 野田事務長 

担当理事 ・大佐渡福祉会 渡部副会長 ・佐渡市社会福祉協議会 田上理事 ・愛宕福祉会 伊澤理事 

作業部会 

構成員 

① 佐渡市在宅医療推進センター   ② 介護支援専門員代表者 ③ 居宅介護系代表者 

④ 通所介護系代表者        ⑤ 入所介護系代表者   ⑥ 訪問看護代表者 

⑦ 佐渡地域振興局 健康福祉環境部 ⑧ 佐渡市 高齢福祉課 

目標 

（ゴール設定） 

・介護サービスを必要とする利用者の状態に応じて流動的に対応できる、一体的な介護サービス提供

体制の構築。 

具体的な 

作業内容 

① 各施設の機能（対応範囲）の把握と整理 

⑴ 施設機能の把握（医療処置に対する対応範囲や地理的な対応範囲含む） 

⑵ 住民の介護保険に関する知識不足の解消  

② 共有すべき情報の把握と標準化 

⑴ 同職種間や多職種間での情報共有の場を設置（定期的な調整会議等により他施設の情報把握） 

③ 施設で利用する様式の標準化 

⑴ 入所系施設の申請様式の標準化 ⑵ 入所時の様式に限らず、統一が適当と思われる様式の標

準化 

④ 機能の分担・改善に向けた対策  

⑴ 身元引受人に関する問題の検討 

⑤ 流動的に利用者を移動する体制の検討。  

⑴ 特養施設の入所申込の一元化  ⑵ 空床情報や待機者情報の共有 

⑶ 利用者の流れを調整、流動的な対応の検討 

⑥ 情報共有基盤として「さどひまわりネット」の活用を検討。 

⑴ 施設の機能等を ICT を活用しタイムリーに情報共有（空床情報や待機者情報の見える化） 

⑵ 在宅高齢者のサービス利用状況の見える化 

年
間
計
画 

H30 年度 
・各施設の機能（対応範囲）を把握・整理し、機能の分担・改善に向けた対策を検討する。様式の標

準化を検討する。 

H31 年度 

 ～ 

H32 年度 

 

・施設の機能分担・機能改善を行い、ICT 等を活用し流動的に利用者を移動する体制を構築する。 
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進捗状況管理 

H30.５月 

 ～H30.10 月 

作業部会の構成員で検討し進めている。 

第１回（2018/5/2） 

・目標、６つの具体的な作業内容ごとの担当者決定。 

第２回（2018/7/18） 

・30 年度の事業計画（作業担当毎）  各作業の進捗状況報告 

第３回（2018/9/4） 

・さどひまわりネットの機能説明  各作業の進捗状況報告  31 年度予算 

第４回(21018/10/4) 

・各作業の進捗状況報告  理事会報告事項について 

【各作業の進捗状況】 

① 各施設の機能（対応範囲）の把握と整理 

・市が把握している一覧表（施設系）と追加事項の洗い出し。 

・通所介護事業所についても６月のアンケート結果を利用する。 

② 共有すべき情報の把握と標準化 

・６月に通所介護事業所へアンケート実施。 

・８月集計。（資料№2-2） 

・11 月に第１回通所介護連絡会開催予定。（横のつながりを持つ為２３箇所に声かけ） 

・訪問介護事業所については、31 年度予定。 

③ 施設で利用する様式の標準化 

・６月に特養・老健施設から申請書等の様式、連絡票や退院時等の指導書等の様式を集めた。 

・８月に特養・老健の相談員８名に集まっていただき施設様式の標準化について合意を得た。 

・31 年１月に向けて様式の統一を図る予定。 

④ 機能の分担・改善に向けた対策  

・身元引受人に関する課題について、7月佐渡市老健協定例会で、意見交換。佐渡市の実態を把握

するため、アンケート内容検討。 

・10 月に入所施設（特養、老健、グループホーム、有料老人ホーム、養護・軽費老人ホーム等）

を対象に実施。 

・これをもとに佐渡市の身元引受人等に関するチャート又はガイドライン作成に繫げる予定。 

⑤ 流動的に利用者を移動する体制の検討。 

・「特養施設の入所申込の一元化」は、特養施設長連絡会で承諾され、今後は相談員が集まり具体

的な運用について北九州市のシステムを参考に検討。 

・資源管理部会へ ICT に必要な機能について、項目を提出。 

・老健・グループホーム・特養・福祉施設等の合体した連絡会の開催検討。（年１回） 

⑥ 情報共有基盤として「さどひまわりネット」の活用を検討。 

・ICT を利用する観点で⑤と共同で進める。 

【31 年度予算】 

○ 介護職員を対象にした研修会に係る経費 

・講師代 100,000 円 （佐渡市事業として要望） 

○ システムに係る費用 

・金額不明  ひまわりネットが活用できれば不要 

部会中の会議体 特養施設長連絡会 


